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レ牡っマリとユっていデく

「再会」 矢沢 宰

誰もいない

校庭をめぐって

松の下にきたら

【 】がひっそりと立っていた

私は黙って手をのばし

【 】も黙って手をのばし

まばたきもせずに見つめ合った

靱詩集『光る砂漠』に入っている詩です。

国語教師として授業に苦戦している 23歳 くらい

のとき、「うつくしい詩に出会えた I」 と感動したこ

とを覚えています。

作者の矢沢宰は、21歳で持病のため生涯を閉じた

そうです。病気治療で学校にいくこともできず、病

室から季節の移り変わりを見るだけの日々。

ある日、病院の帰りに学校によってみたら、

【 】と再会できたという一瞬を切り取つていま

す。みなさんは 【 】に何が入ると思いますか。ヒ

ントイま「擬人化」です。矢沢宰は、あるものを人に

例えたのです。今の季節にじっくりと味わつていた

だきたい詩の紹介でした。※答えは裏です。
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◎金困守屋オRの烏を見イ虫代「鶏がいる」「いか えヽ鳳風」

◎(森)賓主から重接講静二十分「今年の浜字」の口,ビアを知る

◎法 7に着替える場所Iよここイ
゛
よLL?奥友日の寺本童の開

◎本刀を買ってみるかと女子二人 出産のユ人に引引欠渉
◎「このニイ回イ

゛
十五百円」と二人韻 おイモのグラサンおしゃオЧてきめて

◎やきヤIがにギ
・
ョ…ザにからあげチャータヽンも患本期夕会だいたい本色

◎「タベおオ峰ヽ |ヽ子ギニ時1引虫寝ましkよ」生代よ索重イ
゛
いいけど違い

◎央然のバースデ‐ンング運赫今さんの生まオЧよ今日だと知って合靖

◎「オレは無盤」「おオЧ虫未オにちギ」「ォレやめる」「おオtもやめるり`」びびろなライド

◎「ハッピーハロウィーン」谷計ごとに今をお、らオに多少ひきつり手をお、ってみる

◎じいちゃんに土産を買うのを急オ(イ★被兵先生お金を公して

◎二貯建イのホテルギすかと生徒の弁電免がついてる旗谷を例え

◎ニロ間土左と想い出詰め込んでつ`ばんはパンバンdもパンバン

★教師「E6_はなんていう名前ですか。」
◎生徒「卜音記号です。」

★教師「そうですね。・・卜音記号といいます。とこ

ろでなんで卜音というのかな?」

◎生徒「ん 。・・・え―と・・・?!」

☆教師「考えを隣の人と共有しましょう。」

音楽科の舟木教諭は、本校が取り組んでいる協同学

習の導入として、このように発間で揺さぶりながら、

生徒たちの思考を促します。1年生はすぐに仲間同士

で話し合い、みんなで答えを導き出しました。
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■杉村謙真さん(左 )が待っていたのは、TV中継で選挙公示を行つた級友たちです。がんばりを賞賛できる

姿が美ですね。■大原教諭(中 )ははがれた壁のペンキ塗りしています。気づいたら即行動がモットーで

す。■右は体育祭リレーの一場面です。3年頼田さん⇒亀尾さんへのアンダーパスは見応えがありました。

七
年
前
、
車
で
京
都
に
行
く
途
中
の
話

で
す
。
今
回
の
修
学
旅
行
で
も
休
憩
を
と

る
た
め
に
停
車
し
た
勝
央

巧
＞
で
、
ヒ
ッ

チ

ハ
イ
ク
を
し
て
い
る
若
者
二
人
に
出
会

い
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
に

「京
都
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、

何
の
気
な
し
に

「京
都
ま
で
な
ら
つ
い
で

だ
か
ら
乗
り
な
よ
。
」
と
言
い
つ
つ
、
二
人

を
乗
せ
ま
し
た
。

聞
く
と
、
茨
城
か
ら
来
た
大
学
四
年
生

と
の
こ
と
。
就
職
が
決
ま

っ
た
の
で
卒
業

前
に
西
日
本
の
観
光
地
を
巡

っ
て
い
る
最

中
で
し
た
。
無
事
に

一
時
間
半
後
に
希
望

地
の
伏
見
稲
荷
神
社
に
到
着
。

す
る
と
慌
た
だ
し
く
お
礼
を
述
べ
た
か

と
思

っ
た
ら
脱
兎
の
如
く
姿
が
見
え
な
く

な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
不
意
を
つ
か
れ

て
寂
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
二
人

は
も
し
か
し
た
ら
修
行
中
の
若
い
狐
で
、

稲
荷
の
神
さ
ま
に
い
ち
早
く
修
行
の
報
告

を
し
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
の
か
な

・
・

そ
う
考
え
た
ら
可
笑
し
く
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

秋
の
京
都
の
思
い
出
で
す
。

教頭

の名言

■あのなあ、人間は二つの人が住んどるんだけん。…弱い自分と強い自分と。

弱い自分になんなよ!自 分に勝てよ。…って背中に書いてあるがなあ!!

(朝の駅伝練習で、走っている生徒に喝入れ)
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